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明
治
28
年
に
真
狩
村
に
入
植
が
始
ま
っ
た
当
時
は
、
開

墾
作
業
に
追
わ
れ
、
入
植
者
は
故
郷
で
趣
味
や
教
養
と
し

て
た
し
な
ん
だ
短
歌
や
俳
句
を
詠
う
暇
さ
え
な
く
、
心
の

平
安
を
得
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
開
拓

が
進
む
に
つ
れ
て
、
自
然
や
人
間
に
対
す
る
愛
情
が
深
ま

り
、
生
活
・
風
土
の
在
り
様
や
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
表
現

し
よ
う
と
喜
怒
哀
楽
を
詠
み
綴
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
れ
が
、真
狩
村
の
文
化
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。「
真

狩
村
史
」
に
も
、多
く
の
歌
人
の
名
前
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

戦
後
ま
も
な
く
、
昭
和
24
年
に
は
第
１
回
真
狩
村
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
、
文
化
振
興
は
短
歌
や
俳
句
の
ほ
か
音
楽

な
ど
に
も
広
が
り
、
昭
和
35
年
４
月
に
村
内
の
文
化
団
体

の
連
携
と
育
成
促
進
、文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、

真
狩
村
文
化
連
盟
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、

４
サ
ー
ク
ル
が
加
盟
し
、
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画

鑑
賞
会
、
展
示
会
を
開
催
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
43
年
に
同
連
盟
は
発
展
的
解
消
を
遂
げ
、
書
道
、

茶
道
、
写
真
、
舞
踊
、
短
歌
、
華
道
、
詩
吟
、
俳
句
の
８

文
化
団
体
で
新
た
に
真
狩
村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
を
発

足
し
ま
し
た
。
昭
和
46
年
名
称
を
真
狩
村
文
化
団
体
協
議

会
と
し
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
17
団
体
が
参

加
し
、
主
な
行
事
は
10
月
に
開
催
さ
れ
る
真
狩
村
総
合
文

化
祭
、
そ
し
て
２
月
に
開
催
さ
れ
る
真
狩
村
芸
能
発
表
大

会
で
す
。

　

総
合
文
化
祭
は
、
潤
い
と
生
き
が
い
を
求
め
て
活
動
し

て
き
た
芸
術
文
化
の
発
表
披
露
に
よ
り
、
活
動
の
よ
り
一

層
の
向
上
を
図
ろ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
サ
ー
ク
ル
や
保
育
所
園
児
、
各
学
校
の
児
童
生
徒
の

真
狩
村
の
きき
らら
りり
び
と

楽
し
く　

元
気
に　

活
動
中

今
月
の
き
ら
り
び
と

真
狩
村
文
化
団
体
協
議
会
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作
品
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
文
化
祭
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
「
観
る
」
だ
け
で
は
な
く
「
参
加
」「
体
験
」
で
き
る

文
化
祭
へ
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
真
狩
茶
道
ク
ラ
ブ
に

よ
る
お
茶
会
で
は
、
会
場
へ
訪
れ
た
方
の
多
く
が
茶
道
を

体
験
し
た
り
、
書
道
サ
ー
ク
ル
温
知
会
に
よ
る
書
道
体
験

も
好
評
で
す
。
ま
た
洋
彩
会
に
よ
る
絵
画
の
体
験
や
、
一

息
つ
け
る
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、焼
き
そ
ば
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
販
売
、
真
狩
高
校
の
協
力
を
得
て
お

菓
子
等
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
能
発
表
大
会
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
場
と
し
て

開
催
さ
れ
、
主
に
詩
吟
・
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
・
大
正
琴
・

古
箏
・
ゆ
み
琴
・
浦
安
の
舞
等
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
特
別
出
演
と
し
て
、
真
狩
小

学
校
の
構
成
詩
、
御
保
内
小
学
校
児
童
の
よ
さ
こ
い
、
真

狩
中
学
校
生
徒
の
合
唱
な
ど
児
童
生
徒
の
披
露
の
場
と
し

て
も
賑
わ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
50
年
か
ら
は
、
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
を

設
定
し
、
村
の
文
化
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。　

　真狩の文化は、俳句や短歌をたしなむ人たち
が先陣を切り開拓されて、今日まで続いてきて
います。昔はお祭りも大いに盛り上がり、皆で
楽しんでいたことが自然に文化の継承となって
いました。開基 120 周年のコンサートで踊った
「マッカリ音頭」もお祭りでずっと踊り継がれて
きた伝統のひとつです。
　文化団体協議会の会員は、年々少なくなって
きてはいますが、風土・文化が受け継がれなく
ては、村の衰退につながってしまいます。村の
人が関わり、そして行政や民間の枠を超えて手
を取り「真狩村の文化」を伝えていかなくては
なりません。　　
　平成２９年度の芸能発表大会は第４０回、平
成３０年度の総合文化祭は第７０回を迎え、そ
れぞれ節目の年となります。多くの方に参加・
観覧していただけるよう工夫をし、また、気軽
に体験できる場を提供して、芸道に慣れ親しん
でいただきたいと思います。時代に合わせて形
を変えて、楽しんで、文化を伝えていけるよう
活動していけたらと思います。

ジャンル 団体・サークル名

短歌 真狩短歌会

書道 温知会羊蹄支部

詩吟 詩吟同好会

絵画 洋彩会

華道 華道クラブ

茶道 真狩茶道クラブ

陶芸 陶芸クラブ

伝統芸能 浦安の舞保存会

社交ダンス すみれ会

フォークダンス フォークダンス

舞踊 泉流　泉喜会

舞踊 扇和会

カラオケ カラオケ同好会

大正琴 紅丸琴の会

古箏 まっかり古箏の会

ゆみ琴 ゆみ琴の会

シルバーバンド 真狩シルバーバンド

参加団体

会
長　

福
田　

恵
子
さ
ん

（
舞
踊　

泉
流
泉
喜
会
）

真
狩
村
文
化
団
体
協
議
会
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民
主
党
か
ら
政
権
を
奪
還
し
た

自
昨
年
７
月
に
選
挙
権
年
齢
を
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
て
の
第
24
回

参
院
選
が
行
わ
れ
、
道
選
挙
区
で

は
定
数
増
の
中
、
自
民
１
議
席
、

民
進
２
議
席
と
い
う
選
挙
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
参
院
選
は
、

自
民
・
公
明
の
与
党
が
改
選
定
数

の
過
半
数
を
確
保
し
大
勝
し
た
結

果
と
な
り
、
安
定
し
た
政
権
基
盤

を
得
て
、
安
倍
首
相
は
デ
フ
レ
脱

却
に
向
け
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
一
層

加
速
さ
せ
新
た
な
三
本
の
矢
を
射

る
と
と
も
に
、
憲
法
改
正
の
発
議

に
必
要
な
３
分
の
２
議
席
に
達
し

た
こ
と
か
ら
、
改
憲
論
議
に
拍
車

が
掛
か
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

米
国
の
第
45
代
大
統
領
に
就
任

し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、「
米
国
第

一
主
義
」
を
宣
言
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か

ら
の
離
脱
表
明
、
不
法
移
民
の
流

入
阻
止
の
た
め
、
メ
キ
シ
コ
国
境

へ
の
壁
の
建
設
や
米
国
へ
の
イ
ス

ラ
ム
圏
か
ら
の
入
国
禁
止
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
を
騒
が
せ
て
い
ま
す

が
、
秩
序
や
原
則
よ
り
「
取
引
」

を
優
先
さ
せ
る
政
権
運
営
に
は
、

不
確
実
性
を
も
た
ら
す
な
ど
友
好

国
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
も
、
大

き
く
そ
の
影
響
が
及
ぶ
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
３
月
26
日
に
北
海
道
新

幹
線
が
開
通
し
、
順
調
な
乗
車
率

の
中
、
道
南
地
域
で
は
、
北
関
東

や
東
北
か
ら
の
利
用
入
込
み
も
多

く
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

札
幌
延
伸
に
向
け
、
昆
布
ト
ン
ネ

ル
、
後
志
ト
ン
ネ
ル
に
続
き
新
年

度
は
ニ
セ
コ
か
ら
倶
知
安
へ
抜
け

る
羊
蹄
ト
ン
ネ
ル
が
着
工
と
な
り

ま
す
が
、
倶
知
安
駅
を
拠
点
と
し

た
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
後

志
地
域
や
西
い
ぶ
り
地
域
へ
ど
の

よ
う
に
来
訪
者
を
導
き
、
滞
在
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
方
策
が
あ
る

か
な
ど
、
広
域
連
携
の
中
で
取
り

組
み
、
協
議
を
加
速
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、数
年
前
よ
り
地
方
分
権
、

地
域
主
権
、
そ
し
て
地
方
創
生
へ

と
地
域
の
活
性
化
や
人
口
減
少
と

い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
「
真
狩
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略
」
の
実
施
２

年
目
に
入
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
出
生
率

を
高
め
、
人
口
の
大
都
市
集
中
を

避
け
、
わ
が
国
日
本
の
人
口
１
億

人
を
維
持
す
る
た
め
、
急
激
な
人

口
減
少
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
１
月

末
に
お
け
る
本
村
の
人
口
は
、２
，

０
８
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

前
年
同
期
比
４
人
の
減
少
で
あ

り
、
前
々
年
比
の
58
人
の
減
少
を

大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
高
齢
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
や

多
く
の
村
民
が
、
健
や
か
に
学
び

楽
し
ま
れ
た
賜
物
と
喜
び
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
重
ね

て
、
本
村
の
豊
か
な
自
然
や
安
全

安
心
な
農
産
物
を
食
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
の
好
感
を
持
た
れ
た

定
住
者
が
多
く
お
ら
れ
る
こ
と

も
、
要
因
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り

８
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
と
い
う
「
新

三
本
の
矢
」
を
放
ち
、
少
子
高
齢

化
と
い
う
構
造
問
題
に
立
ち
向
か

い
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
地
方
に
と
っ
て
は
そ
の
効
果

を
実
感
で
き
な
い
状
況
の
中
、
新

た
な
施
策
や
事
業
の
成
果
が
実

り
、
早
期
に
地
域
経
済
の
景
気
の

上
向
き
が
実
感
で
き
る
環
境
へ
と

変
貌
す
る
事
を
強
く
望
む
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
村
で
も
、
国

平
成
29
年
度

　
　

村
政
執
行
方
針

真
狩
村
長　

佐
々
木
和
見

村
政
推
進
の
基
本
姿
勢

　

国
は
、
長
く
続
い
た
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
経
済
の
再

生
を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
三
本
の
矢
」
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
の

秋
か
ら
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
２

ス
テ
ー
ジ
に
移
り
、
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
、
希
望
出
生
率
１
・

行
財
政
に
つ
い
て

■
財
政
の
現
状
と
予
算
編
成

　

に
つ
い
て

ま
す
。

　

昨
年
秋
の
村
長
選
挙
に
お
い

て
、
村
民
の
多
く
の
皆
様
の
ご
支

援
を
頂
き
、
４
期
目
へ
と
当
選
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
選
挙
期
間

中
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を

頂
戴
す
る
機
会
を
得
、
今
期
１
年

目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
真
狩
の
確
か
な
未
来
を
築
い
て

行
く
た
め
に
も
「
真
狩
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
検
証
を
行
う
中
、人
口
２
，

０
０
０
人
の
村
の
維
持
に
努
め
、

村
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
を
放

ち
、
身
体
の
健
康
、
心
の
健
康
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
併
せ

て
村
財
政
の
健
全
化
も
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
に
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
発
展
と
と

も
に
健
や
か
で
学
び
楽
し
む
イ
ラ

ン
マ
ッ
カ
（
ア
イ
ヌ
語
で
素
晴
ら

し
い
の
意
）
真
狩
を
目
指
し
、
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
経
済
対
策
の
動
向
に
十
分
注
視

す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
柔
軟
、
か
つ
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
行
政

運
営
を
進
め
て
い
か
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

本
村
の
平
成
29
年
度
予
算
で
あ

り
ま
す
が
、
一
般
会
計
と
５
つ
の

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
、
33
億
５
１
９
１
万
４
千
円
と

な
り
、対
前
年
度
比
２
・
３
％
の
減

と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
予
算

は
、
26
億
９
４
４
５
万
９
千
円
と

な
り
、対
前
年
度
比
５
・
７
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
村
税

で
、
給
与
所
得
、
営
業
所
得
等
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏

ま
え
た
税
収
を
見
込
み
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
所
得
は
、
人
参
、

大
根
な
ど
野
菜
を
中
心
に
市
場
価

格
が
堅
調
に
推
移
し
、
前
年
を
大

き
く
上
回
る
農
業
粗
生
産
額
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、
前

年
度
か
ら
２
４
０
９
万
１
千
円
増

額
の
課
税
標
準
額
２
億
２
５
３
７

万
５
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
収

入
割
合
が
51
％
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、国
の
地
方
財
政
計
画
で
、

地
方
税
等
の
増
税
を
見
込
ん
だ
こ

と
か
ら
地
方
交
付
税
が
減
額
さ

れ
、
前
年
度
か
ら
３
３
０
０
万
円

減
額
の
13
億
６
５
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足

す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政
調

整
基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
な

ど
の
基
金
を
２
億
６
３
２
６
万
２

千
円
取
崩
し
て
補
填
し
、
収
支
の

均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
で
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
診
療
所
の
屋

上
防
水
等
改
修
工
事
や
国
民
健
康

保
険
事
業
の
保
険
者
が
北
海
道
に

移
行
す
る
の
に
伴
い
、
事
務
処
理

標
準
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
で
特
別

会
計
繰
出
金
が
増
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
４
５
５
９

万
５
千
円
の
増
額
、
商
工
費
で
、

農
業
ヘ
ル
パ
ー
等
の
宿
泊
施
設
に

す
る
た
め
の
、
研
修
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
な
ど
に
よ
り
５
０
４
４
万

円
の
増
額
、
消
防
費
で
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
な
ど
に

よ
り
５
３
８
８
万
８
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
総
務
費
で
施

設
整
備
工
事
費
や
財
政
調
整
基
金

積
立
金
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
４
４
２
５
万
円
の
減
額
、
農
林

水
産
業
費
で
、
国
営
農
地
再
編
整

備
事
業
が
完
了
し
、
負
担
金
が

減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
３
４
６

３
万
３
千
円
の
減
額
、
土
木
費
で

真
狩
ａ
団
地
の
公
営
住
宅
建
設
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

１
億
９
４
７
０
万
２
千
円
の
減
額

と
な
り
、
総
額
で
前
年
度
を
５
・

７
％
減
ず
る
予
算
編
成
と
し
ま
し

た
。

　

本
村
の
限
ら
れ
た
行
政
資
産
や

財
源
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
真
狩
村
総
合
計
画
や
真
狩
村

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

な
ど
、
各
種
計
画
に
基
づ
く
施
策

を
着
実
に
実
現
す
る
と
と
も
に
、

行
政
全
般
に
わ
た
る
コ
ス
ト
意
識

を
一
層
高
め
な
が
ら
、
経
費
の
節

減
に
よ
る
予
算
の
執
行
と
村
税
を

は
じ
め
と
す
る
収
入
の
的
確
な
確

保
を
図
り
、
安
定
し
た
財
政
基
盤

の
維
持
に
努
め
、
地
方
創
生
に
対

応
し
た
行
政
事
務
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
■
安
全
で
安
心
な
村
づ
く
り

　

に
つ
い
て

　

消
防
・
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
重
要
な
責
務
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、
村
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
確
実
な
活
動
を

目
指
し
て
老
朽
化
し
た
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
行
う

な
ど
消
防
施
設
の
充
実
・
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
伴
い
、
団
員
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
の

中
、
団
員
定
数
を
確
保
し
な
が
ら

必
要
な
安
全
装
備
品
の
整
備
等
を

進
め
、
現
場
活
動
の
向
上
と
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
業
務
に
つ
い
て
は
、
真
狩

村
地
域
防
災
計
画
が
平
成
25
年
度

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
に

お
け
る
大
災
害
の
教
訓
や
防
災
関

係
法
令
の
改
正
を
踏
ま
え
た
国
の

防
災
基
本
計
画
、
北
海
道
地
域
防

災
計
画
の
改
正
な
ど
に
伴
い
修
正

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
備

え
て
災
害
用
備
蓄
品
な
ど
を
計
画

的
に
購
入
し
な
が
ら
防
災
対
策
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
村
民
参
加
に

よ
る
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る

ほ
か
、
警
察
署
を
は
じ
め
交
通
関

係
団
体
並
び
に
各
町
内
会
や
地

区
、
そ
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
各
種
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、

次
々
と
新
た
な
手
法
が
現
れ
る
な

ど
消
費
者
を
騙
す
悪
質
な
商
法
が

年
々
巧
妙
化
す
る
中
、
本
村
を
含

め
周
辺
７
町
村
で
設
置
し
た
「
よ

う
て
い
地
域
消
費
生
活
相
談
窓

口
」
に
お
い
て
、
住
民
か
ら
の
苦

情
処
理
の
あ
っ
せ
ん
や
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
消
費
者

行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し
な
が

ら
「
よ
う
て
い
地
域
消
費
生
活
相

談
窓
口
」
の
維
持
、充
実
に
努
め
、

消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
消
費
者
行
政
に
積
極
的

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
行
政
諸
事
務
に
つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
住
民
間
の
心
の
ふ
れ
あ

い
、
連
帯
意
識
の
高
揚
等
を
図
る

た
め
、
地
域
住
民
自
ら
自
治
会
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
豊
か
な

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
両
町
内
会
の
各
班
及
び

各
地
区
に
活
動
費
を
交
付
し
て
お

り
ま
す
。
第
５
次
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
中
、
前
年
度
ま
で
は

３
０
０
０
円
の
交
付
で
し
た
が
、

各
班
、
各
地
区
の
人
口
減
少
な
ど

の
諸
事
情
で
各
自
治
会
の
会
計
収

支
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
年

度
か
ら
１
戸
当
た
り
４
０
０
０
円

を
交
付
す
る
こ
と
と
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
活
動
の
推
進
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
窓
口
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
各
課
の
取
扱
業
務
を
わ
か

り
や
す
く
表
示
し
た
案
内
板
を
設

置
す
る
と
と
も
に
窓
口
ご
と
に
カ

ラ
ー
分
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
な
ど
の
利
用
が
多
い
住
民

課
の
窓
口
は
、
着
座
用
の
接
客
カ

ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
来
庁
者
が

p4-13.indd   5 2017/06/08   13:40:22



6

　

昨
年
は
、
８
月
中
旬
か
ら
の
度

重
な
る
台
風
の
来
襲
や
10
月
中
旬

か
ら
の
降
雨
、
降
雪
で
収
穫
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
、
大
変
、
厳
し
い

気
象
条
件
の
中
で
の
営
農
と
な

り
、
農
産
物
全
般
に
生
産
量
は
平

年
よ
り
低
く
、
一
時
品
質
も
低
下

す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、
市
場
価
格
が
高
値
で
推
移
し

農
業
粗
生
産
額
は
一
作
年
を
上
回

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

あ
っ
て
は
２
年
続
け
て
、
好
況
な

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

環
太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て
は
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
就
任
と
同
時
に
米
国
は
離

脱
を
宣
言
し
、
今
後
は
、
２
国
間

で
の
日
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
に
意
欲
を
示
し
て
お
り
、
農

業
を
は
じ
め
他
の
分
野
に
お
い
て

も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
よ
り
高
い
水
準
の
自
由

化
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
強

く
、
今
後
の
国
の
対
応
を
見
守
る

中
、
食
料
自
給
率
の
向
上
や
農
業

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
観
点
か
ら

農
業
経
営
が
持
続
可
能
な
収
益
性

の
高
い
施
策
を
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
日
本
と
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
交
渉
に
向
け
た
準
備
も
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
の
水
準
」
を

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
同
管
理
等
に
よ

り
、
将
来
に
向
け
て
健
全
な
農
地

と
し
て
維
持
、確
保
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
共
同
活
動
に
よ
る
農
業
用

施
設
の
保
全
と
農
村
環
境
の
質
的

向
上
を
図
る
た
め
継
続
実
施
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
で
は
、
化
学
肥
料
・

農
薬
の
低
減
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
防
止
策
や
生
物
多
様
性
保
全
が

高
い
営
農
活
動
に
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
村
と
し
て
も
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に
向

け
、
事
業
の
普
及
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
農
業
分
野
へ
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、
本
村
で
も
、
数
名

の
方
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
車
両
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
お

り
、
作
業
の
効
率
が
図
ら
れ
走
行

操
作
を
経
験
の
浅
い
オ
ペ
レ
ー
タ

で
も
熟
す
こ
と
が
出
来
る
効
果
が

確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ホ
ク
レ

ン
で
は
昨
年
か
ら
、
こ
れ
ら
シ
ス

テ
ム
の
実
証
試
験
を
実
施
し
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
で
は
組
合
員

か
ら
の
基
地
局
設
置
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
こ
と
か
ら
先
行
普
及
の
実
証

試
験
に
向
け
、
ホ
ク
レ
ン
と
協
議

を
行
う
中
、
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
区
域

を
カ
バ
ー
す
る
為
に
必
要
な
Ｇ
Ｐ

Ｓ
ア
ン
テ
ナ
３
基
の
設
置
を
予
定

安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
４
月
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
可
能
と
な
る

た
め
、
村
と
し
て
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
普
及

に
向
け
た
支
援
策
と
し
て
平
成
29

年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
間
、
普

及
に
向
け
た
取
組
を
行
う
こ
と
と

し
、
予
算
を
計
上
致
し
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
に
つ
い
て
は
、
本
村

の
国
営
事
業
が
終
了
し
作
業
時
間

の
短
縮
や
、
排
水
不
良
地
の
改
善

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
の
土
地
改
良
事
業
の

意
向
調
査
実
施
の
結
果
で
は
、
区

画
整
理
、
暗
渠
排
水
を
希
望
す
る

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
営

事
業
の
採
択
に
向
け
北
海
道
と
の

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、

駆
除
の
一
端
を
猟
友
会
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
方
々

の
仕
事
の
関
係
も
あ
り
即
時
対
応

は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
方
々
へ
の
、鹿
く
く
り
罠
、

箱
罠
の
貸
出
し
に
よ
る
駆
除
の
実

施
を
行
う
こ
と
、
更
に
、
狩
猟
免

許
の
取
得
に
対
す
る
助
成
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
方
が
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ

罠
の
場
所
が
「
点
か
ら
線
、
線
か

ら
面
」
へ
と
地
域
で
の
取
り
組
み

が
積
極
的
に
行
わ
れ
一
頭
で
も
多

く
の
駆
除
が
出
来
る
様
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
改
善
し
、
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

職
員
の
人
事
評
価
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
職
員
の
主
体
的
な
職
務

遂
行
や
自
己
啓
発
を
促
し
、
職
員

の
人
材
育
成
と
組
織
の
活
性
化
を

図
り
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
や

給
与
等
へ
の
反
映
な
ど
、
能
力
実

績
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
推
進
し

な
が
ら
主
体
性
・
自
立
性
に
満
ち

た
職
員
を
育
成
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
る

超
え
る
事
も
心
配
さ
れ
、
日
本
と

し
て
は
多
難
な
局
面
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
国
内
で
は
、
自
己
改
革

の
名
の
も
と
に
農
協
改
革
に
向
け

た
取
組
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
我

国
の
農
業
は
国
内
外
の
情
勢
に
よ

り
、
今
後
、
大
き
く
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、村
内
複
数
の
農
家
、

及
び
、
札
幌
市
の
惣
菜
メ
ー
カ
に

よ
り
真
狩
産
の
馬
鈴
薯
を
は
じ
め

農
産
物
の
加
工
を
手
掛
け
る
ア
グ

リ
テ
ィ
ッ
ク
真
狩
が
設
立
さ
れ
、

こ
の
11
月
か
ら
の
創
業
に
向
け
加

工
場
の
建
設
等
の
準
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
完
成
後
は
通
年
雇
用

の
場
の
確
保
と
真
狩
産
農
産
物
の

消
費
者
へ
の
提
供
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も

開
業
し
、
農
家
自
ら
に
よ
る
真
狩

産
農
畜
産
物
の
提
供
、
発
信
が
行

わ
れ
、
農
業
の
６
次
産
業
化
へ
の

機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
で
は
、

第
５
次
農
業
振
興
計
画
の
策
定
を

取
り
進
め
て
お
り
、
村
と
し
て
も

「
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
の
生

産
」
に
向
け
た
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
本
年
度
は
次
の
主
要
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
は
、
農
地
維

持
支
払
と
資
源
向
上
支
払
の
２
本

立
て
と
な
っ
て
お
り
、
集
落
コ

「
協
働
の
村
づ
く
り
」
に
は
、
情

報
の
共
有
化
は
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
開
か
れ
た
村

民
本
位
の
行
政
を
よ
り
推
進
す
る

た
め
、
村
政
懇
談
会
や
村
政
推
進

会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
村
民

の
意
見
を
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
村
広
報
誌
の
充
実

や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線

等
を
有
効
に
活
用
し
、
行
政
情
報

の
提
供
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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平成２９年度　村政執行方針平成２９年度　村政執行方針

　

酪
農
・
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
こ
数
年
の
黒
毛
和
牛
素
牛
の
高

値
や
加
工
原
料
乳
へ
の
補
給
金
の

増
額
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
を

脱
し
た
観
は
あ
り
ま
す
が
、
乳
牛

の
資
質
の
向
上
に
向
け
、
よ
う
て

い
乳
牛
検
定
組
合
運
営
事
業
補
助

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
村
営
美
原

牧
場
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
に
よ
る
健
全
で
効
果
的

な
管
理
運
営
の
た
め
指
定
管
理
料

を
措
置
し
ま
し
た
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に

よ
り
森
林
整
備
の
推
進
や
林
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
民
有
林
に
つ
い
て
は

「
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
活
用
し
、
植
林
や
下
草

刈
り
な
ど
、
森
林
整
備
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
有
林
に
お
い
て
も
、
計
画
的

な
植
林
に
よ
り
適
正
な
森
林
面
積

を
確
保
し
、
保
育
林
に
つ
い
て
は

下
刈
事
業
を
実
施
し
適
切
な
森
林

施
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
対
し
て
の
投
資
は
、
数
年

で
実
を
得
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
治
山
治
水
対
策
と
し
て
継

続
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
と
商
工
観
光
の
推
進

　
「
真
狩
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦

略
」
の
目
標
達
成
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

後
志
総
合
振
興
局
に
よ
る
、
し

り
べ
し
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
連
携
し
、

夏
場
の
労
働
者
確
保
の
た
め
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
あ
る
研

修
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
宿
泊

施
設
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
、
社

団
地
の
宅
地
の
分
譲
終
了
に
よ
り

新
た
に
光
地
区
の
旧
普
及
セ
ン

タ
ー
用
地
に
つ
い
て
宅
地
造
成
に

向
け
、
測
量
及
び
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
に
よ
る
賃

貸
共
同
住
宅
建
設
に
対
す
る
助
成

も
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
つ
い

て
は
、
本
村
を
応
援
し
て
下
さ
る

納
税
者
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
返
礼
品
の
新
た
な
特
産
品
の

掘
り
起
こ
し
や
人
気
商
品
の
充
実

確
保
を
図
り
、
真
狩
村
応
援
者
の

す
。
昨
年
制
定
の
真
狩
村
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
に
則
り
、
地

域
社
会
の
発
展
に
資
す
る
べ
く
、

本
年
も
引
き
続
き
、
新
た
な
創
業

者
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
商
工
会
に
お
い
て
も
小
規
模

事
業
者
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の

既
存
商
工
業
者
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
と

活
性
化
の
た
め
に
は
、
中
小
事
業

者
の
育
成
・
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

商
工
会
の
運
営
、
会
員
の
経
営
改

善
普
及
事
業
や
活
性
化
推
進
、
研

修
等
の
事
業
、
毎
年
恒
例
の
お
盆

お
楽
し
み
祭
り
事
業
、
ま
っ
か
り

バ
ル
街
事
業
に
つ
い
て
も
、
よ
り

一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
る
場
と
の
位
置
づ
け
か
ら
補

助
を
継
続
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
ま
っ
か

り
温
泉
は
、
昨
年
か
ら
施
設
内
部

の
大
規
模
修
繕
を
行
っ
て
お
り
引

き
続
き
本
年
も
改
修
を
進
め
利
用

者
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

商
工
会
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
の

販
売
促
進
事
業
等
の
商
工
業
活
性

化
事
業
に
対
し
て
も
補
助
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
国

人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
英
語
版

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
お
い

て
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
物
産
な
ど
地

域
お
こ
し
の
支
援
、
情
報
の
発
信

な
ど
様
々
な
地
域
協
力
活
動
を
行

な
い
な
が
ら
、
除
隊
後
の
本
村
定

住
へ
と
結
び
つ
く
活
動
を
担
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
よ
う
て
い
・
西
い
ぶ
り
連
携

会
議
」
に
お
い
て
は
、
新
た
な
圏

域
で
の
観
光
連
携
、
災
害
対
策
、

人
口
減
少
問
題
対
策
な
ど
地
域
に

お
け
る
問
題
に
つ
い
て
連
携
を
深

め
新
た
な
事
業
と
し
て
、（
仮
）

北
海
道
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
第
１
回

大
会
を
数
百
人
規
模
の
参
加
を
募

り
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
経
済
は
各
種
政
策
の
効
果

も
あ
っ
て
、
緩
や
か
に
回
復
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、商
工
会
は
、

依
然
と
し
て
会
員
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
が
進
ん
で
お
り
、
商
工

会
の
役
割
で
あ
る
会
員
事
業
者
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
多
種
多
様
な

支
援
を
行
う
こ
と
、
ま
た
地
域
に

根
ざ
し
た
住
民
生
活
に
貢
献
し
て

い
く
使
命
を
も
持
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
充
分
に
果
た
す
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
昨
年
創
業
支
援
事
業
を

行
い
３
件
の
新
規
創
業
者
が
開
店

を
し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
賑
わ
い
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま

道
の
駅
内
に
お
け
る
案
内
業
務
や

観
光
情
報
の
発
信
・
村
の
Ｐ
Ｒ
を

継
続
し
て
行
い
、
観
光
協
会
へ
の

運
営
補
助
を
引
続
き
行
う
と
と
も

に
、
観
光
入
込
み
の
増
大
を
図
る

た
め
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
や
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
昨
年
道
の
駅
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
10
周
年
を

迎
え
、
姉
妹
都
市
交
流
の
物
販
な

ど
売
り
上
げ
増
加
に
努
め
て
お
り

ま
す
が
、
引
続
き
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
真
狩
村
の
Ｐ
Ｒ
と
共
に
、
入

込
数
の
増
加
に
向
け
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

羊
蹄
山
自
然
公
園
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
「
山
の
日
」
に
合
わ

せ
公
園
内
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
登
山

愛
好
者
を
含
め
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
に
お
い
て
も

７
月
29
日
に
開
催
し
、
キ
ャ
ン
プ

場
利
用
者
の
増
に
向
け
取
組
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

老
朽
化
し
た
木
製
遊
具
の
改
修
も

本
年
度
終
え
る
こ
と
と
な
り
、
公

園
利
用
者
の
安
全
と
増
加
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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搬
入
さ
れ
る
ご
み
処
理
業
務
は
も

と
よ
り
、
固
形
化
燃
料
の
搬
出
先

の
企
業
も
安
定
し
て
い
る
た
め
、

順
調
な
業
績
を
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

生
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
よ
り
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
民
間
業
者
へ
処
理

を
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
４
町
村

で
の
共
同
事
務
委
託
料
の
清
算
も

完
了
い
た
し
ま
し
た
。
施
設
整
備

に
係
る
起
債
償
還
は
本
年
度
を

も
っ
て
完
済
さ
れ
る
こ
と
か
ら
施

設
は
休
止
か
ら
廃
止
と
な
り
ま

す
。
廃
止
さ
れ
た
施
設
の
今
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
住

民
・
関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

し
尿
及
び
浄
化
槽
等
汚
泥
に
つ

い
て
は
、
昭
和
43
年
に
４
町
２
村

か
ら
な
る
羊
蹄
山
ろ
く
環
境
衛
生

組
合
で
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の

著
し
い
老
朽
化
に
よ
り
維
持
・
修

繕
コ
ス
ト
が
嵩
み
、
経
常
的
な
管

理
・
運
営
経
費
を
圧
迫
し
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対

策
と
し
て
、
平
成
42
年
度
ま
で
に

新
た
な
処
理
方
式
の
検
討
と
施
設

整
備
計
画
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

間
の
最
低
限
の
維
持
・
修
繕
費
用

と
し
て
本
年
度
よ
り
し
尿
等
処
理

手
数
料
を
85
円
に
改
正
し
て
、
実

質
値
上
げ
額
８
円
を
施
設
修
繕
等

に
充
て
る
も
の
と
し
て
、
受
益
者

の
方
々
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
財

源
の
安
定
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
に
は
様
々
な
生
活
課
題
が

あ
り
、
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
を

け
ん
引
す
る
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。『
誰
も
が

人
と
し
て
の
尊
厳
を
も
っ
て
、
そ

の
人
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
』
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
地
域
福
祉
の
大
切

な
視
点
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
は
「
第

３
期
真
狩
村
障
害
者
計
画
・
第
４

期
真
狩
村
障
害
福
祉
計
画
」
の
ス

タ
ー
ト
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
計

画
で
は
、
全
て
の
住
民
は
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
を
認

め
合
い
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
な
が
ら
共
生
す
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
子
育
て
を
実
感
で

き
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
が

３
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
平
成
28

年
度
か
ら
幼
稚
園
機
能
を
併
せ
持

つ
保
育
所
型
の
「
認
定
こ
ど
も
園

ま
っ
か
り
保
育
所
」
が
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。
就
労
や
疾
病
等

で
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
１
歳
児

か
ら
２
歳
児
に
対
し
て
は
保
育
所

と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
３

歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
に
は
幼
児

教
育
を
組
み
込
み
、
一
体
的
に
心

身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
と
定
住
・
移
住
者
の

積
極
的
な
受
入
れ
の
推
進
の
た

め
、
幼
稚
園
時
間
を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
に
も
拡
大
し
た
保
育
所

利
用
負
担
金
を
55
％
削
減
す
る
特

例
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

保
育
を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的

に
困
難
に
な
っ
た
乳
幼
児
に
つ
い

て
、
一
時
預
り
事
業
や
子
育
て
を

す
る
若
い
世
帯
の
相
互
交
流
の

場
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
、

情
報
の
提
供
や
助
言
な
ど
の
援
助

を
真
狩
村
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」
を
拠
点
と
し

て
、
家
庭
と
地
域
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
様
々
な
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課

後
児
童
に
適
切
な
遊
び
場
及
び
安

心
な
生
活
の
場
を
与
え
、
子
育
て

家
庭
を
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
児
童
が
急
増
し
た
こ
と
に

支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
住
民
が
、
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
が
協
力
し
な
が
ら
、

共
に
支
え
合
う
仕
組
み
を
築
き
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
上
で
最
も
大
切
な
の
は

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
最
大
限

に
尊
重
す
る
」と
い
う
視
点
で
す
。

誰
で
も
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と

し
て
平
等
で
あ
り
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
自
分
ら
し
く
、
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
に
は
、
福
祉
だ
け

で
は
な
く
保
健
・
予
防
、
医
療
体

制
、
衛
生
環
境
等
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
誰
で
あ
っ

て
も
困
っ
た
と
き
に
助
け
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
、
毎
日
が
健
康
で

健
や
か
な
生
活
が
送
る
こ
と
が
出

来
る
そ
ん
な
地
域
社
会
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

村
が
行
う
各
種
検
診
は
、
特
定

の
病
気
が
進
行
し
な
い
う
ち
に
早

期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
特
に
が
ん
検
診
は
早
期
で

あ
れ
ば
治
せ
る
可
能
性
が
非
常
に

高
く
、
救
命
に
も
つ
な
が
る
最
も

有
効
な
二
次
予
防
だ
と
い
え
ま

す
。

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
対

策
の
入
口
と
し
て
発
症
リ
ス
ク
の

高
い
人
を
健
診
で
早
め
に
発
見
す

る
と
と
も
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
そ
の
予
備
群
へ
の
予

防
と
改
善
を
重
視
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

特
に
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス

ク
を
持
つ
方
に
対
し
て
は
、
保
健

師
や
栄
養
士
な
ど
が
食
生
活
や
運

動
習
慣
に
つ
い
て
の
適
正
な
保
健

指
導
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
更
に
、
地
域
の
集
会

や
会
合
の
場
へ
保
健
師
や
栄
養
士

を
積
極
的
に
派
遣
す
る
出
前
講
座

も
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
２
年
生
か
ら
３
年

生
を
対
象
と
し
た
ピ
ロ
リ
菌
検
査

及
び
除
菌
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

実
施
し
、
胃
が
ん
等
の
予
防
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
及

び
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
も
引
き
続

き
実
施
し
疾
病
予
防
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
は
、
２
年
前
よ
り
固

形
化
燃
料
方
式
を
行
う
民
間
業
者

に
処
理
委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、
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伴
い
、
本
年
度
は
児
童
支
援
員
を

１
名
増
員
す
る
と
と
も
に
、
支
援

員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
認
定

資
格
研
修
へ
積
極
的
に
参
加
さ

せ
、
放
課
後
児
童
の
健
全
な
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
真
狩
村
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
村
の
唯
一

の
医
療
機
関
で
あ
る
真
狩
村
国
民

健
康
保
険
診
療
所
に
つ
い
て
は
築

17
年
が
経
過
し
、
特
に
屋
上
の

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
屋
根
及
び
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
防
水
シ
ー
ト
の
経
年
劣

化
等
が
著
し
い
こ
と
か
ら
改
修
工

事
を
行
い
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
快
適
な
利
用
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
３
年

連
続
で
引
き
上
げ
が
あ
っ
た
国
保

税
の
賦
課
限
度
額
で
あ
り
ま
す

が
、
平
成
30
年
度
か
ら
財
政
運
営

責
任
主
体
を
都
道
府
県
単
位
と
す

る
国
保
の
新
制
度
が
始
ま
る
こ
と

に
併
せ
、
平
成
29
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
据
え
置
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
村
の
賦
課
限
度
額
は
国

基
準
よ
り
８
万
円
低
い
81
万
に
設

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
制

度
で
は
市
町
村
は
北
海
道
へ
納
付

金
を
支
払
う
新
た
な
制
度
も
導
入

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
賦
課
限
度
額

　

村
民
の
皆
様
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

公
営
住
宅
や
道
路
・
橋
梁
、
簡
易

水
道
・
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤

と
な
る
社
会
資
本
の
整
備
を
将
来

に
わ
た
っ
て
、
良
好
か
つ
安
定
的

に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
施
設
の
効
率
的

な
管
理
と
計
画
的
な
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
観
音
坂
通
舗
装
補
修
工
事
と

新
た
に
６
号
線
舗
装
補
修
工
事
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
村
道

及
び
河
川
の
維
持
補
修
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
集

中
豪
雨
な
ど
で
破
損
し
た
箇
所
を

中
心
に
、
村
道
舗
装
修
繕
計
画
を

策
定
し
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か

ら
優
先
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
老
朽
化

し
た
橋
梁
の
点
検
調
査
を
計
画
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化

に
資
す
る
補
修
設
計
業
務
委
託
及

び
補
修
工
事
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

除
雪
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
社
会
資
本
整
備
の
推
進

冬
期
間
の
安
全
な
交
通
確
保
と
快

適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
本

年
度
も
直
営
路
線
及
び
委
託
路

線
、
貸
与
路
線
に
区
分
し
て
、
効

果
的
な
除
排
雪
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
真
狩
村
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
本
年
度
は
、

錦
ｂ
団
地
に
お
い
て
、
２
棟
８
戸

の
実
施
設
計
業
務
委
託
及
び
取
り

壊
し
工
事
、
造
成
工
事
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
既
存
公
営
住

宅
の
屋
根
塗
装
工
事
な
ど
を
行

い
、
長
期
的
活
用
や
住
宅
環
境
の

改
善
を
図
り
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者

の
高
齢
化
や
各
自
治
体
で
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
が
整
備
・
運
営
さ
れ
て

い
る
中
、
当
施
設
の
入
込
数
は
、

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
年
度
も
入
込
数
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
細

川
た
か
し
杯
や
真
狩
村
長
杯
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、
ま
た
、

後
志
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
の
参

加
町
村
を
増
や
し
、
魅
力
あ
る
事

に
つ
い
て
も
公
平
な
算
定
の
観
点

か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
に
、
国
基

準
89
万
円
に
段
階
的
に
整
合
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
賦
課
限
度
額
を

85
万
円
に
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
大
綱
で
は
物
価
上
昇
に

よ
っ
て
国
保
税
の
軽
減
対
象
だ
っ

た
人
が
軽
減
か
ら
除
か
れ
な
い
よ

う
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
判
定

所
得
の
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
て

お
り
、
村
と
し
て
も
軽
減
基
準
を

改
定
い
た
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
運
営

主
体
は
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
と
な
り
ま
す
。
村
で
は

広
域
連
合
の
支
援
を
い
た
だ
き
75

歳
以
上
の
高
齢
者
に
脳
ド
ッ
ク
や

各
種
健
康
診
断
、
が
ん
検
診
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
診
断

は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
悪
化
防

止
、
そ
し
て
ま
ず
は
自
分
の
か
ら

だ
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
の
方
々
が
健
康
管
理
に
努

め
、
元
気
で
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
に
本
年
度
も
積
極
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
高
齢
者
世
帯
や
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る

中
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
高

齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
、新
し
い
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

村
で
は
総
合
事
業
を
包
括
的
に

実
施
す
る
た
め
に
、
本
年
度
か
ら

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
と
真
狩
村
生
活
支
援
・
介
護
予

防
体
制
整
備
推
進
協
議
会
運
営
を

真
狩
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
地
域
で
の

高
齢
者
の
問
題
・
課
題
を
調
査
し
、

利
活
用
で
き
る
地
域
資
源
を
把
握

す
る
こ
と
で
地
域
に
お
け
る
生
活

支
援
等
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
そ

の
提
供
体
制
を
再
構
築
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
重
度
の
痴
呆
症
の

方
な
ど
に
は
複
数
の
専
門
職
が
包

括
的
、
集
中
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
行
う
真
狩
村
認
知
症
初
期
集
中

チ
ー
ム
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
真
狩
村
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
に
て
実
施
し
て
い
ま

す
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
成
年
後

見
人
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
権
利

擁
護
事
業
の
普
及
と
促
進
及
び
利

用
希
望
者
へ
の
相
談
・
支
援
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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業
の
展
開
に
よ
り
、
利
用
者
の
確

保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
配
水
管
及
び
電
気
機
械
設
備

等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
25
年

度
か
ら
10
年
間
で
更
新
事
業
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
本
年
度
も
、
配
水
管
布
設
替

工
事
及
び
次
年
度
分
の
配
水
管
布

設
替
工
事
実
施
設
計
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
雑
用
水
施
設
に

つ
い
て
、
運
転
制
御
機
器
等
の
老

朽
化
に
伴
い
、
機
器
更
新
工
事
を

行
い
ま
す
。
今
後
も
、
施
設
等
の

適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
な
が

ら
、
安
全
な
水
の
安
定
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
供
用
開
始
か
ら
15
年
が
経
過

し
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
及
び

電
気
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
、
機

器
の
更
新
を
行
う
必
要
が
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
長

寿
命
化
計
画
に
伴
い
、
本
年
度
は

機
器
更
新
実
施
設
計
を
行
い
、
平

成
30
年
度
か
ら
電
気
設
備
を
中
心

に
機
器
更
新
事
業
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
管
渠
等
の
適

正
な
維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら
、

快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共

水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
環
境
の
整
備

　

児
童
生
徒
、
教
職
員
が
安
全
で

快
適
な
学
習
や
生
活
が
送
れ
る
よ

う
教
育
環
境
整
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
教
員
住
宅
改
修
工
事
、

真
狩
中
学
校
屋
外
階
段
改
修
工

事
、
各
体
育
館
天
井
等
落
下
防
止

点
検
業
務
委
託
、
真
狩
高
校
正
面

玄
関
タ
イ
ル
・
手
摺
改
修
工
事
、

御
保
内
小
学
校
除
雪
機
更
新
、
真

狩
高
校
ワ
ゴ
ン
車
更
新
な
ど
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
第
８
期
社
会
教
育
中
期
計
画

の
目
指
す
姿
で
あ
る
「
住
民
が
笑

顔
で
集
い
、
つ
な
が
り
、
行
動
す

る
真
狩
村
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

計
画
に
掲
げ
た
基
本
目
標
を
推
進

す
る
具
体
的
な
方
向
性
や
視
点
に

立
っ
た
各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
９
期
社
会
教
育
中
期

計
画
（
Ｈ
30
〜
34
年
）
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
条
件
整
備
で
人
づ
く
り

■ 

真
狩
高
校
の
運
営
に
つ
い
て

　

真
狩
高
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
特
性
と
教
育
資
源
を
活
用

し
た
「
有
機
農
業
コ
ー
ス
」「
野

菜
製
菓
コ
ー
ス
」
の
開
設
か
ら
５

年
目
を
迎
え
、
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
地
域
に
根
差
し
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
と

と
も
に
、
志
願
生
徒
の
募
集
対
策

と
し
て
、
生
徒
の
村
内
外
研
修
の

充
実
や
通
学
費
用
・
研
修
費
用
な

ど
の
支
援
に
よ
る
保
護
者
負
担
の

軽
減
な
ど
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

■
学
校
教
育
の
充
実

　

小
中
学
校
の
学
習
や
生
活
の
面

で
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
に
対
し
て
、
特
別
支
援
学
級
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、｢

特
別
支

援
教
育
支
援
員｣

を
継
続
し
て
配

置
し
ま
す
。
英
語
学
習
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
続
き
専
門
の
外
国
人

講
師
を
各
学
校
に
派
遣
し
、
よ
り

質
の
高
い
英
語
指
導
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

真
狩
高
校
に
お
い
て
は
、
選
択

２
コ
ー
ス
の
指
導
体
制
の
充
実
や

外
部
講
師
等
地
域
の
教
育
資
源
の

　

以
上
、
平
成
29
年
度
の
村
政
を
執

行
す
る
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
昨
年
日
本
を

訪
れ
た
外
国
人
客
は
、
２
４
０
０
万

人
を
数
え
、
そ
の
内
の
約
１
割
が
北

海
道
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
ニ

セ
コ
エ
リ
ア
を
見
て
も
外
国
人
が
多

く
滞
在
し
て
お
り
、
世
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
Ｉ
Ｒ

整
備
推
進
法
案
が
国
会
を
通
過
し
、

道
内
で
も
カ
ジ
ノ
誘
致
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
図
る
動
き
も
あ
り
ま
す

が
、
今
は
各
町
村
と
も
身
の
丈
に

あ
っ
た
行
財
政
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
真
狩
村
に
お
い
て
は
、
先
人
達

が
原
生
林
を
開
墾
し
、
そ
の
労
苦
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
肥
沃
な
大
地
が
あ

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
あ
り

ま
す
。

　

第
一
次
産
業
が
衰
退
し
て
行
く
地

域
は
、
人
口
減
少
に
拍
車
が
掛
か
り

ま
す
。
今
日
ま
で
育
ん
で
き
た
「
共

に
知
恵
を
出
し
、
共
に
汗
を
流
し
、

共
に
創
っ
て
き
た
協
働
の
村
づ
く

り
」の
一
層
の
前
進
を
図
り
な
が
ら
、

併
せ
て
農
業
を
元
気
に
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
、
本
村
の
発
展
と
村
民
の

思
い
を
一
つ
で
も
多
く
実
現
で
き
る

道
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
職
員
と
も
ど
も
精
励
に

勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各

位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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平成２９年度　教育行政執行方針平成２９年度　教育行政執行方針

平
成
29
年
度

　

教
育
行
政
執
行
方
針

　

教
育
長　

藤
澤　

祐
二

学
校
教
育

■
小
・
中
学
校
教
育

　

学
校
は
、
子
ど
も
達
が
自
立
し

て
社
会
で
生
き
、
個
人
と
し
て
豊

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
基
礎
と
な
る
力
を
養
う

場
で
あ
り
、
そ
し
て
子
ど
も
達
の

豊
か
な
学
び
と
成
長
を
保
障
す
る

場
と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
厳
し
い
時
代
を
乗

り
越
え
、高
い
志
や
意
欲
を
持
つ
、

自
立
し
た
人
間
と
し
て
、
他
者
と

協
働
し
な
が
ら
未
来
を
創
り
出

し
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を
育
成

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
は
実
生
活
・
実
社

会
に
つ
い
て
体
験
的
・
探
求
的
に

学
習
が
で
き
る
場
と
し
て
、
子
ど

も
達
の
学
び
を
豊
か
に
し
て
い
く

役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

保
護
者
、
地
域
、
学
校
が
相
互

に
連
携
を
深
め
、
積
極
的
に
向
い

合
う
こ
と
が
、
今
ま
さ
に
教
育
現

場
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
運
営
や
教
育

活
動
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
や
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
校
関
係
者

評
価
等
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
」
を
通
し
て
、
学
校
と
地
域

の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
達
の
多

様
な
学
ぶ
場
を
創
設
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
安
全
で
安
心
な
教

育
環
境
づ
く
り
は
、
ま
す
ま
す
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
整
備
の
充
実
、
登
下
校
の
見

守
り
活
動
の
推
進
、
い
じ
め
な
ど

に
対
す
る
早
期
発
見
・
早
期
解
消
、

さ
ら
に
は
相
談
体
制
の
確
立
、
そ

し
て
必
要
に
応
じ
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
指
導
な
ど
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
環
境
づ
く

り
を
引
続
き
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

個
性
に
相
応
す
る
支
援
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
生
活
や
学
習
上
の

困
難
を
改
善
し
、
克
服
す
る
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

特
別
支
援
学
級
の
設
置
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
教

育
的
対
応
に
、
な
お
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
に
と
っ
て
最
も

重
要
で
、
か
つ
課
せ
ら
れ
た
大
き

な
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、

ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス

ト
、
教
科
用
テ
ス
ト
な
ど
を
実
施

す
る
中
で
、
学
習
内
容
の
定
着
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
指
導

の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
全

道
的
な
傾
向
で
も
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
達
が
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間

や
携
帯
電
話
の
使
用
時
間
が
長

く
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
が
十
分

身
に
つ
い
て
い
な
い
な
ど
自
ら
進

ん
で
物
事
に
取
組
む
姿
勢
の
弱
さ

が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
成
果
と
し

て
効
果
が
あ
っ
た
取
組
み
を
継
続

し
つ
つ
、「
学
力
向
上
を
目
指
す

教
育
プ
ラ
ン
」
な
ど
に
基
づ
き
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
に
つ
い

て
の
指
導
に
加
え
、
確
実
な
定
着

を
図
る
取
組
み
を
進
め
る
た
め
、

反
復
演
習
や
放
課
後
の
個
別
指

導
、長
期
休
業
中
の
補
習
の
継
続
、

家
庭
学
習
へ
の
習
慣
化
を
図
る
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
、
弱
さ
を

克
服
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
と

と
も
に
、
地
産
地
消
に
よ
る
食
育

の
推
進
は
、子
ど
も
た
ち
が
「
食
」

の
大
切
さ
を
理
解
す
る
た
め
の
大

き
な
学
習
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
の
中
で
日
々
の
食
生
活
を
振

り
返
り
、
食
へ
の
意
識
を
高
め
る

取
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
正
し
い

食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
指
導
に
加

え
、給
食
で
の
地
場
産
品
の
活
用
、

栄
養
教
諭
に
よ
る
食
に
関
す
る
指

導
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
児
童
・
生
徒
に
食

を
提
供
す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
安
全
・
安
心
に
注
意
を

払
い
、
施
設
の
整
備
、
管
理
体
制

の
充
実
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
施

設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
化
社
会
を
迎
え
、
外
国
語
教

育
は
、
な
お
一
層
重
要
性
を
増
し

て
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
段
階
か
ら
外
国
語
に
慣

れ
親
し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
中

で
、
高
い
学
習
意
欲
を
構
築
し
、

中
学
校
、
高
校
へ
と
学
び
の
連
続

性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

各
学
校
に
外
国
語
指
導
講
師
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
英
会
話
教 

室
の
開
催
な
ど
学
校
以
外
に
も
体

験
で
き
る
場
を
設
置
し
、
実
践
的

な
外
国
語
の
習
得
を
目
指
し
ま
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す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育

に
直
接
携
わ
る
教
職
員
の
職
務

は
、
重
大
か
つ
重
要
な
責
務
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

人
間
性
・
指
導
力
は
、
多
感
な
子

ど
も
達
に
と
っ
て
多
大
な
影
響
力

を
与
え
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

各
種
研
修
の
実
施
や
各
学
校
に

お
け
る
校
内
研
修
の
充
実
を
図

り
、
教
師
力
の
研
鑽
に
努
め
る
と

と
も
に
、
教
職
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
は
、
安
心
で
安
全

な
学
ぶ
場
を
提
供
し
、
教
職
員
の

皆
様
に
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

居
住
地
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
自

治
体
の
責
務
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

学
校
を
始
め
、
関
連
施
設
、
さ

ら
に
は
、
教
職
員
住
宅
の
改
修
、

修
繕
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
高
等
学
校
教
育

　

社
会
に
参
画
し
、
自
立
し
て
生

き
て
い
く
能
力
を
養
い
、
将
来
の

進
路
を
決
定
す
る
高
等
学
校
教
育

は
、
時
代
の
進
展
に
伴
い
、
多
様

化
す
る
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
の
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
役
割
を
十
分
果
た

す
た
め
に
は
、
地
域
社
会
と
の
連

携
・
協
力
が
不
可
欠
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、真
狩
高
校
は
、

地
域
や
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携

し
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、

農
業
を
中
核
と
し
た
産
業
人
の
育

成
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
地
域

と
深
く
密
着
し
た
高
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
と
教
育
資
源
を
活

用
し
た
「
有
機
農
業
コ
ー
ス
」「
野

菜
製
菓
コ
ー
ス
」
は
５
年
目
を
迎

え
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
、

６
次
産
業
化
の
具
現
化
を
目
指

し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
野
菜
製
菓
コ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て

も
製
菓
衛
生
師
国
家
試
験
の
全
員

合
格
を
目
指
す
と
と
も
に
、
高
校

生
カ
フ
ェ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

ス
ィ
ー
ツ
の
販
売
に
あ
わ
せ
、
有

機
農
業
に
よ
る
野
菜
の
即
売
な

ど
、
販
売
実
習
を
通
じ
て
生
徒
た

ち
の
社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
へ
の
貢
献
、
村
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
両
コ
ー
ス
に
お
け

る
指
導
体
制
の
充
実
、
地
域
の
教

育
資
源
を
活
用
し
た
外
部
講
師
に

よ
る
授
業
を
実
施
し
な
が
ら
生
徒

の
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
募
集
対
策
に
つ
い

て
は
、
目
的
意
識
を
持
っ
た
生
徒

確
保
に
努
め
、
通
学
支
援
、
資
格

検
定
等
の
就
学
支
援
を
積
極
的
に

展
開
す
る
中
、
後
志
管
内
は
も
と

よ
り
、
管
外
中
学
校
の
訪
問
、
中

学
校
教
員
向
け
の
学
校
説
明
会
、

生
徒
や
保
護
者
へ
の
進
路
相
談
会

一
日
体
験
入
学
な
ど
募
集
効
果
に

繋
が
る
取
組
み
を
図
っ
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

海
外
農
業
研
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
農

業
研
修
・
視
察
を
中
心
に
グ
ア
ム

大
学
と
の
交
流
、
平
和
学
習
等
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

進
学
・
就
職
は
生
徒
に
と
っ
て

は
、
人
生
最
初
の
岐
路
で
あ
り
、

進
路
指
導
は
、
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
託
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
体
験
学
習
を
通
し
、

勤
労
観
や
職
業
観
を
育
み
、
主
体

的
な
進
路
を
選
択
す
る
能
力
を
養

う
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
ク
ラ
ブ
や
定
体
連

等
の
大
会
参
加
や
製
菓
衛
生
師
国

家
試
験
受
験
料
を
は
じ
め
、
各
種

資
格
取
得
に
係
る
教
育
的
支
援
を

継
続
し
、
将
来
へ
の
方
向
に
向
け

た
選
択
肢
の
拡
充
と
指
導
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
３
年
生
に
お
き
ま
し
て

は
、
就
職
・
進
学
の
充
実
し
た
指

導
体
制
に
よ
り
、
適
切
な
進
路
へ

の
方
向
性
を
導
き
、
本
人
に
と
っ

て
悔
い
が
残
ら
な
い
指
導
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の

成
長
は
大
き
な
期
待
で
も
あ
り
、

常
に
気
に
な
る
心
配
事
の
ひ
と
つ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

家
庭
訪
問
や
父
母
懇
談
会
な
ど

家
庭
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
生

徒
指
導
、
寄
宿
舎
に
お
け
る
生
活

指
導
な
ど
き
め
細
か
い
指
導
を
さ

ら
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
・
連
携
・
協
力

は
、
学
校
教
育
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
重
要
な
事
項
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
開
放
講
座
の
開
設
、
地
域

文
化
や
郷
土
芸
能
の
保
存
活
動
、

保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
と
の

連
携
交
流
活
動
、
環
境
美
化
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
真
狩
高
校
が
、
村
民

の
皆
様
か
ら
「
地
域
に
愛
さ
れ
る

高
校
」
と
し
て
の
学
校
づ
く
り
を

な
お
、
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、高
校
関
係
者
や
各
機
関
・

団
体
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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■
生
涯
学
習
の
振
興

　

高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
村
民
ひ

と
り
一
人
が「
生
き
が
い
」と「
ゆ

　

と
り
あ
る
人
生
」
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
生
涯
に
わ
た
り
学
習
や

諸
活
動
を
通
じ
て
自
ら
高
め
、
心

豊
か
な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

生
涯
学
習
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
く
の
村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、

自
由
で
主
体
的
な
学
習
に
よ
り
、

自
己
の
充
実
や
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
、
家
庭
や
地
域
な
ど
全
体
が

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
興
味
・
関
心
に

基
づ
く
学
習
や
社
会
の
要
請
に
関

す
る
講
座
等
の
開
催
な
ど
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
事
業
内
容
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

近
年
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
お

り
、
村
民
ひ
と
り
一
人
が
お
互
い

に
尊
重
し
な
が
ら
共
生
・
協
働
で

き
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

村
内
各
地
区
で
展
開
さ
れ
て
い

る
生
涯
教
育
振
興
会
（
学
習
会
）

の
役
割
は
重
要
な
も
の
と
し
て
認

識
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
期
待

と
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
を
展

開
し
、
子
ど
も
達
を
見
守
り
・
支

え
る
体
制
が
必
要
で
す
。

　

青
少
年
教
育
に
関
わ
る
事
業
の

充
実
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
各
種
体
験
活
動
事
業
、
さ
ら
に

は
全
村
的
な
読
書
活
動
を
推
進

し
、
地
域
で
子
ど
も
を
守
り
、
育

て
る
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
の
「
ま
っ
か
り
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
よ

る
学
校
教
育
活
動
の
支
援
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代

の
中
で
、
村
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
幅
の
広
い
学
習
活
動
の
場
と
情

報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
芸
術
文
化
の
振
興

　

芸
術
文
化
に
触
れ
、
親
し
み
、

関
わ
る
こ
と
は
、
心
の
豊
か
さ
を

も
た
ら
し
、
豊
か
な
感
性
と
創
造

性
を
育
む
と
と
も
に
地
域
に
お
け

社
会
教
育

る
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
提

供
や
文
化
財
の
保
護
・
保
存
は
教

育
行
政
の
重
要
な
役
割
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
「
浦

安
の
舞
」「
真
狩
祝
い
太
鼓
」
な

ど
の
継
承
に
向
け
た
取
組
み
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
羊
蹄
ふ
る
さ
と

館
」
の
１
週
間
の
夏
季
開
館
を
平

成
29
年
度
も
実
施
す
る
中
で
、
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
む
中

で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
期
待
さ
れ
る
役

割
や
機
能
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。

　

心
身
の
健
全
な
発
達
、
健
康
及

び
体
力
の
保
持
増
進
、
人
と
人
と

の
交
流
を
通
じ
て
深
ま
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
活
力
あ
る
社

会
を
形
成
す
る
上
で
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

気
軽
に
取
込
め
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
奨
励
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
年
に
一
度
、
村
民
一
堂

に
介
す
る
「
村
民
運
動
会
」
つ
き

ま
し
て
は
、
村
民
の
親
睦
・
融
和
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
競
技
種
目
等

の
充
実
を
図
る
中
、
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
賜
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　　

今
、国
は
「
教
育
再
生
の
実
行
」

を
最
重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

　

真
狩
村
と
し
て
は
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
が
、
社
会
や
世
界
の

状
況
を
幅
広
く
視
野
に
入
れ
、
そ

の
変
化
に
対
し
、
自
立
的
に
立
ち

向
か
う
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
学
習
・
知
識
を

通
し
て
人
生
の
基
礎
を
築
き
、
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、教
育
現
場
は
も
と
よ
り
、

地
域
社
会
の
ご
協
力
を
賜
り
、
村

一
体
と
な
っ
た
中
で
、
取
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、「
第

８
期
社
会
教
育
中
期
計
画
」
の
最

終
年
度
を
迎
え
、
新
た
に
「
第
９

期
社
会
教
育
中
期
計
画
」
を
策
定

さ
せ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
真
狩

村
の
向
こ
う
５
年
間
の
社
会
教
育

の
方
向
・
目
標
等
を
定
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
関
係
各
位

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
、
教
育
行
政
執
行
方
針
を

申
し
上
げ
、
村
理
事
者
、
村
議
会

議
員
の
皆
様
、
並
び
に
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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ま
っ
か
り
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
へ

ま
っ
か
り
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
へ

遊
び
に
行
こ
う
！

遊
び
に
行
こ
う
！

　村では、宝くじの普及広報事業として、（一財）自治総合センター
が宝くじの受託事業収入を財源に実施するコミュニティ助成の助成
を受けて観光ＰＲを進めています。
　3月 14 日（火）に、ＪＲ仙台駅にて行われた「北海道新幹線開
業 1周年イベント」にて、北海道観光振興機構のブースをお借りし、
村の観光ＰＲ等を行いました。食用ゆり根をはじめとする農産物や
観光施設等をＰＲすると共に、駅の利用客約 80 名を対象に真狩村
の認知度調査を実施し、その内約 7割の方から「知っている」ま
たは「聞いたことがある」という回答があり、その理由は「細川た
かしさんの出身地」ということで知っている方が殆どで、細川さん
による認知度の高さが伺えました。
　この他にも、特設ステージにて、村の名所などを題材としたクイ
ズや特産品のじゃがいもを使ったゲーム等を実施して真狩村をＰＲ
しました。

北海道新幹線開業１周年！仙台駅で観光 PR ！北海道新幹線開業１周年！仙台駅で観光 PR ！

　

真
狩
村
観
光
協
会
で
は
、
道
の
駅
真
狩
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
に
雪
山
を
造
成
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
ソ
リ
や
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
手
軽
に
楽
し

め
る
「
ま
っ
か
り
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」
を
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

観
光
協
会
に
配
属
さ
れ
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
大
町
さ
ん
が
企
画
し
た
も
の
で
、
冬
場
に
運
動
を
楽

し
め
る
場
所
が
少
な
い
真
狩
村
で
、
子
ど
も
た
ち
が
気

軽
に
体
を
動
か
し
、
楽
し
め
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
と
共
に
実
施
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

■
オ
ー
プ
ン
日

４
月
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時
半（

午
後
０
時
〜
午
後
１
時
休
）

※
残
雪
状
況
に
よ
り
、
５
月
も
継
続
す
る
場
合
あ
り

■
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー
ジ
ャ
ン
プ
＆
Ｂ
Ｏ
Ｘ
キ
ッ
ズ
無

料
体
験
ス
ク
ー
ル

４
月
22
日
（
土
）　  

・
午
前
11
時
〜
午
後
０
時　

　
　
　
　
　
　
　

   

・
午
後
２
時
〜
午
後
３
時　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

真
狩
村
観
光
協
会　

４
５
‐
２
２
４
３

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、

左
記
１
名
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名　

大
西
正
則

住
所　

真
狩
村
字
社
23
番
地
22

電
話　

４
５
‐
２
９
１
９

　

行
政
相
談
委
員
は
、
無
報
酬
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
民
の

皆
様
か
ら
、
国
の
行
政
活
動
全
般

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
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　初めての真狩村の冬を無事に越すことができました。大町です。
　今シーズン、僕はスキーを始めました！真狩小学校と御保内小学校
のスキー授業のコーチに任命されたので…。実は急ぎで練習をしまし
た。１年生を担当し、最初は滑れなくて悔し泣きをする子もいました
が、最後には全員がビュンビュン滑るほどに上達。子どもたちの上達
の速さには驚かされました！僕も少しずつ自分が成長することが楽し
く、スキー場にほぼ毎日行き滑走していました。少しジャンプも出来
るようになりました。
「人間は年齢には関係なく、何事も打ち込めば上達する。」お父さん！
お母さん！おじいちゃんも！おばあちゃんも！誰でも頑張れば上達で
きると思います！興味のある新しいことに挑戦し、一緒に自分の世界
を広げていきましょう！来シーズンの僕の目標は、ジャンプ３６０°
とＢＯＸを成功させたいと思います。
☆☆遊びの誘い☆☆
４／２２（土）『スキー＆スノーボードでジャンプとＢＯＸ無料体験スクール』
５／１３（土）『まっかり JIB SESSION2017』
　どちらも道の駅真狩フラワーセンター駐車場にあるまっかりスノー
パークにて開催します。残雪でワイワイ遊びましょう！

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

活動報告活動報告

地域おこし協力隊を卒業します
＊　＊　＊　＊　＊

　佐長さんと山田さんが地域おこし協
力隊としての活動期間を終え、卒業し
ます。引き続き一村民として地域の活
動に携わってまいりますので、よろし
くお願いします。

佐長浄信さん
活動期間（H26.4.1 ～ H29.3.31）
資格を活かしニセコ町立ニ
セコ中学校へ勤務します。

山田祥子さん
活動期間（H27.4.1 ～ H29.3.31）
外国人向けのツアーガイド
として活動し、起業を予定
しています。

　村の観光振興に関する業務を担当し、普段
は役場総務企画課に勤務します。
　出身は福岡県で、趣味・特技は料理、スノー
ボードです。スノーボードでは、海外に行っ
たり、ニセコエリアでも滑っていたので、い
つか北海道に住みたいと思っていました。
　人と話すことや一緒に何かすることが好き
なので、どんどん声をかけてください！

地域おこし協力隊、新たに委嘱しました＊＊＊よろしくお願いします！

東京都から来ました！
金子志穂さん
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＊ゴールデンウィークの歯科当番病院
月日 診療時間 病院名

５月３日
９：００
～

１２：００

留寿都歯科診療所
TEL0136-46-3203

５月４日 ようてい京極歯科
TEL0136-41-2222

５月５日 ふじ歯科
TEL0136-31-2141

＊平成２９年度当番病院のおしらせ
　当番病院は倶知安厚生病院です。
（倶知安町北４条東１丁目　TEL0136-22-1141）
　夜間…………午後５時から９時まで
　土曜日………午後１２時から５時まで
　休日…………午前９時から午後５時まで
　救急・急病…２４時間対応

自
衛
隊
を

自
衛
隊
を

募
集
し
ま
す
！

募
集
し
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ　

倶
知
安
地
域
事
務
所

TEL
２
３
‐
３
５
４
０

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

一般幹部候補生
（一般）

22 歳以 26 歳未満の者
（20 歳以上 22 歳未満
の大卒見込を含む） 平成 29 年

３月 1日
～

5月 5日

1次試験：5月 13 日
　　　　　    14 日
(14 日は飛行要員のみ )

一般幹部候補生
（歯科・薬剤科）

専門の大卒 (見込含
む）20 歳以上 30 歳未
満 (薬剤は 20 歳以上
28 歳未満の者 )

1 次試験：5月 13 日

◆
予
約
制
で
す

小
樽
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

TEL
〇
一
三
四
‐
六
五
‐
五
〇
〇
二

◆
予
約
申
込
時
に
次
の
こ
と
を
確

認
し
ま
す

①
基
礎
年
金
番
号
（
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
な
ど
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
）
②
相
談
内
容
③
希
望
日

時
（
先
着
順
で
す
）

出
張
年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

会場・時間 日　　程

後志労働福祉
センター

（倶知安町）

４月２０日、５月１８日、６月
２２日、７月２０日、８月１７日、
９月１４日、１０月１９日、１１
月１６日、１２月１９日、１月
１８日、２月１５日、３月１５日

　10：30
～ 15：30

岩内地方文化
センター
（岩内町）

４月２７日、５月２３日、６月
２９日、７月２７日、８月２４日、
９月２１日、１０月２６日、１１
月２１日、１２月２１日、１月
２５日、２月２２日、３月２２日

　10：30
～ 16：00

　

春
に
な
り
、
本
格
的
な
「
山
菜

採
り
」シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、

毎
年
こ
の
時
期
は
山
菜
採
り
に
よ

る
遭
難
等
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
今
一

度
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
安
全
な
山
菜
採
り
の
た
め
に
】

○
家
族
な
ど
に
、「
行
き
先
」や「
帰

宅
予
定
時
間
」を
告
げ
ま
し
ょ
う
。

○
単
独
で
の
行
動
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
天
気
予
報
を
確
認
し
、
悪
天
候

の
と
き
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
日
の
体
調
に
あ
っ
た
行
動

を
と
り
、
無
理
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
目
先
の
収
穫
よ
り
安
全
第
一
を

優
先
し
ま
し
ょ
う
。

【
万
一
の
と
き
の
備
え
】

○
予
備
の
食
糧
（
お
に
ぎ
り
や
飴

玉
な
ど
）、
水
を
準
備
し
て
入
山

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
赤
や
黄
色
、
蛍
光
色
な
ど
目
立

つ
服
装
を
し
、
帽
子
の
着
用
も
忘

れ
ず
に
。

○
万
が
一
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
捜
索
隊
が
い
か
に
早
く
発

見
で
き
る
か
が
生
死
を
分
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
、笛
、

タ
オ
ル
、
発
煙
筒
等
の
位
置
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
光
の
反
射

は
有
効
で
あ
る
の
で
、
鏡
な
ど
光

を
強
く
反
射
す
る
も
の
を
携
行
し

ま
し
ょ

【
ヒ
グ
マ
に
も
注
意
】

○
山
に
入
る
前
に
は
、
地
元
の
人

に
聞
く
な
ど
、
熊
の
出
没
状
況
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
ク
マ
出
没
注
意
の
看
板
の
あ
る

場
所
に
は
、
絶
対
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
熊
よ
け
の
鈴
な
ど
を
準
備
し
、

人
の
存
在
を
早
め
に
ヒ
グ
マ
に
知

ら
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　　

山
菜
採
り
の
遭
難
事
故
は
、
５

月
か
ら
６
月
が
最
も
多
く
、
遭
難

者
の
年
齢
別
で
は
、
60
歳
以
上
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
考
え
ず

に
、
万
全
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
は
残
さ
ず
す
べ
て

持
ち
帰
る
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
安
全
に
山
菜
採
り
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン

遭
難
等
に
注
意
！
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◎
昨
年
実
施
し
た
給
付
金

（
３
万
円
の
高
齢
者
向
け
給
付

金
ま
た
は
３
千
円
の
簡
素
な
給

付
金
）を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

原
則
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
申
請
し
て
い
な

い
方
も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
住
民
課
福
祉
係
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
額

１
人
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課
福
祉
係

TEL
４
５
‐
３
６
１
２

　

村
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時

福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
住
民
課
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
て
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
民
課

福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
要
件

◆
対
象
者

①
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

真
狩
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

※
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住

民
登
録
が
あ
る
市
区
町
村
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
平
成
28
年
度
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
な
ど
は
除
く
。 給

付
金
の
お
知
ら
せ

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

（
第
28-

３
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

９
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
平
成

28
年
度
第
３
回
定
例
監
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。　

　

平
成
29
年
２
月
13
日

真
狩
村
監
査
委
員　

近
藤　

充

真
狩
村
監
査
委
員　

印
南
正
治

１
、
監
査
年
月
日

　

平
成
29
年
２
月
10
日

　
（
１
日
間
）

２
、
監
査
場
所　

　
　

真
狩
村
役
場
監
査
室

３
、
監
査
の
方
法

　

関
係
書
類
の
提
出
、
職
員
へ

の
聴
き
取
り
調
査

４
、
監
査
の
対
象

　
（
１
）
税
等
滞
納
繰
越
金
の

　
　
　

徴
収
状
況

　

５
、
提
出
書
類　
　
　

　
（
１
）
監
査
項
目
に
係
る
滞
納
額  

調
書

　  

税
等
滞
納
繰
越
金
の
徴
収
状
況

税
務
課

住
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

法
人
村
民
税

総
務
企
画
課

貸
地
料

貸
家
料

住
民
課

国
保
・
老
保
会
計
診
療
費

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

旧
国
保
診
療
所
診
療
費

保
育
所

保
育
料

建
設
課

公
営
住
宅
使
用
料

駐
車
場
使
用
料

水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料

下
水
道
受
益
者
分
担
金

教
育
委
員
会

学
校
給
食
費

寄
宿
舎
使
用
料

寄
宿
舎
給
食
費

明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
交
え
な

が
ら
実
施
し
た
。

　

12
月
末
日
現
在
の
村
税
等
の
滞

納
徴
収
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た

結
果
、
収
入
未
済
額
合
計
は
、
前

年
度
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と

９
・
７
％
減
少
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
も

３
・
１
％
の
減
少
と
、
総
体
的
に

滞
納
額
の
減
少
が
み
ら
れ
、
職
員

の
滞
納
事
務
に
対
す
る
高
い
意
識

と
努
力
の
成
果
が
認
め
ら
れ
る
。

今
後
も
滞
納
者
に
対
し
て
は
こ
ま

め
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
滞
納

額
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
継
続
的

に
徴
収
事
務
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

し
か
し
一
方
、
毎
年
決
ま
っ
て

多
額
な
滞
納
者
が
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
徴
収
対
策
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

　

村
営
住
宅
等
の
連
帯
保
証
人

が
、
死
亡
等
に
よ
り
更
新
さ
れ
て

い
な
い
滞
納
者
も
お
り
、
入
居
条

件
を
逸
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
新
た
な
連
帯
保
証
人
を
立
て

る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

　

最
後
に
、こ
の
監
査
結
果
に
は
、

監
査
時
の
意
見
等
を
全
て
記
述
し

た
わ
け
で
な
い
の
で
、
そ
の
時
伝

え
た
意
見
及
び
指
摘
事
項
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
な
対
応
を
願
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。

６
、
監
査
の
結
果

　

今
回
の
監
査
は
、
村
税
等
の
滞
納
徴
収

状
況
つ
い
て
、
監
査
資
料
を
各
所
管
課
等

か
ら
提
出
を
求
め
、
関
係
職
員
か
ら
の
説
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税のポスターで入賞3／５

　「第３１回全道中学生の税をテーマとしたポス
ター募集」で、北海道知事賞奨励賞・真狩中学校、
北海道知事賞優秀賞・２年生秋山侑輝さん、北海道
教育委員会教育長賞入選・１年生徳田小暖さん、北
海道後志総合振興局長賞入選・気田泰智さんがそれ
ぞれ入賞しました。
　これはの道税の啓発事業の一環として、北海道が
取り組んでいるもので、今回は全道１４５校３，
７０９点の応募があったそうです。
　受賞おめでとうございます。

マッカリーナで
味覚教室＆マナー教室

２／１６
３／１３

　毎年、卒業を控えた村の小学６年生、中学３年生を対
象にマッカリ―ナさんのご厚意で、食事会が行われてい
ます。
　小学６年生対象の「味覚教室」は、甘い・辛い・しょっ
ぱい・すっぱいなどの味覚を感じてほしいため、あえて
強めの味付けにしてあるそうです。子どもたちもどんな
味がするかよく味わって食べているようでした。
　中学 3年生対象の「マナー教室」は、大人になって
レストランで食事をする機会にも対応できるようにとナ
プキンの使い方やカトラリーの使い方を教わります。
少々緊張しながらも熱心に話を聞いて、美味しい料理を
楽しんでいました。
　卒業前の子どもたちにとって、とても良い思い出とな
りました。

3 ／ 12 第３回まっかり百縁祭

　真狩村商工会・まっかり百縁祭実行委員会主催の「まっかり
百縁祭」が開催されました。
　村交流プラザの１階ホールを会場に商工会の加盟店が縁日の
ように店を並べ、ワイワイとした雰囲気の中、マグロの解体
ショーやおたのしみ抽選会も行われ、多くの人で賑わいました。
　解体したマグロは握り（２貫２００円）で提供され、行列が
できるほどの人気でした。

p18-19.indd   18 2017/06/08   13:48:02



19

白熱！
全日本スノーモビル選手権２／１２3／２４

第３９回芸能発表大会2／ 19

　公民館にて、村文化団体協議会（会長・
福田恵子氏）主催の第３９回真狩村芸能発
表大会が開催されました。
　大正琴やゆみ琴、古箏、詩吟、舞踊など
による発表のほか、カラオケの披露、真狩
中学校合唱や御保内小学校児童よさこい
ソーラン、浦安の舞が出演しました。会場
からは惜しみない拍手が送られました。

佐々木ミキさん１００歳

　緑岡の真狩特設コースにて、全日本スノー
モビル選手権第２戦真狩大会が開催されまし
た。風が冷たい中でしたが、多くの方観戦に
訪れ、選手へ熱い歓声を送っていました。
　真狩村からは藤川淳さん（字光）がスーパー
クラスに出場しました。

　大正６年３月２５日生まれの佐々木ミキさん（字
共明）が、この度１００歳を迎えられ、前日の２４
日に北海道福心会真狩羊蹄園で皆さんとお祝いしま
した。村からは、佐々木村長も出席し、お祝いやお
花を贈呈しました。
　これからも穏やかに毎日を過ごしてください。

真狩村ホームページ
（http://www.makkari.info/）から、
クリックしてご覧ください。

村の話題を毎日お伝えします！
小さな村の日記帳・真狩村ブログ

防災無線の放送内容など暮らしの情報
真狩村 Facebook ページ

２／２５ 第２回全道歌うまい王決定戦 in まっかり

　真狩村を楽しむ会（代表・影山尚史氏）主催のチャリティー
イベント「全道歌うまい王決定戦 in まっかり」が開催されま
した。出場者枠を全道規模にしてからは２回目の開催で、全道
各地から歌自慢の３４名出場者が集まりました。
　佐々木大輔さん（函館市）が優勝し、多くの観客から、素晴
らしい歌声に大きな拍手が送られていました。
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○スポーツ賞
　真狩高校女子バレーボール部
　坂本　桜子（真狩小学校・陸上）

　昨年、スポーツにおいて優秀な成績を収められた方の表彰式が、３月２日、公民館にて行われました。
　表彰された団体及び個人は次のとおりです。

 羊蹄山の水について学ぼう

　村文化財保護審議会主催の平成２８年度文化財
講座が、３月２８日に公民館にて行われました。
　今年度は、私たちの生活に大変身近な羊蹄山の
水や自然について学ぼうということで、自然生活
体験センター冒険家族代表の阿南敬三さんを講師
にむかえ、真狩村は羊蹄山麓の中でも噴き出して
いる水の量が多いこと、真狩村は巨大な水がめの
ような地層になっていることなど、改めて水に対
する理解を深めることができました。

フリー図書棚が新たに増えました！

スポーツ表彰式　３月２日

　真狩高校の機能を開放して多様な学習機会を提供
する、真狩高校学校開放講座が開催されました。
　３月１３日はタルト作り講座を開催し、先生の指
導の下、自分で作った生地にフルーツを乗せてそれ
ぞれ思い思いのタルトを作っていました。
　１４日は英会話講座を開催し、英語指導助手の
ローラ・ブルックス先生が講師となり、英単語のし
りとりや相手の名前や職業を英語で聞くなど、楽し
い雰囲気の中、英会話を学んでいました。

○スポーツ奨励賞　　　
真狩村野球スポーツ少年団真狩ハンターズ
真狩バレーボール少年団
真狩中学校バレーボール部
真狩高校男子バレーボール部
神　幸太朗（真狩小学校・クロスカントリースキー）
馬渕　紘人（真狩中学校・中体連ノルディック競技）

高校開放講座が実施されました！

　村子どもたちの読書活動推進委員会では、村内
に「フリー図書棚」を設置していますが、この度、
新たに３箇所増設しました。
　「フリー図書棚」はご家庭や個人で読み終えた
本を持ち込むことができ、また、それを自由に貸
し借りすることもできます。
　今後とも皆様の図書の提供とご利用をお願いし
ます。

＊敬称略・順不同・個人は在籍時に表彰となった学校

◎新たに設置した場所
・ようてい農協真狩支所（金融）
・真狩郵便局・野の花診療所
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公民館図書室だより
■開館　火～日曜日
　　　　午前９時～午後９時
■貸出　１人１０冊、１４日間
※図書室に係が不在時は、教育
委員会事務室へお越しください。

◆◇◆　文　芸　◆◇◆
「山猫珈琲（下） 」　湊かなえ
「時が見下ろす町」　長岡弘樹
「激白新撰組 - 七たび斬られた男の実録」永倉新八
「最後の秘境東京藝大 - 天才たちのカオスな日常」　

二宮敦人
「がん消滅の罠 - 完全寛解の謎」　岩木 一麻
「花を呑む」　あさのあつこ
「墨龍賦」　葉室麟

◇◆◇　絵本・児童書　◇◆◇
「スマイリング！―岩熊自転車関口俊太」　土橋章宏
「きょうはたんじょうび ピーマン村のおともだち」 

【文】中川 ひろたか /【絵】村上 康成
「えんとつ町のプペル」 にしのあきひろ
「せつぶんセブン」　

【作】もとした いづみ /【絵】ふくだ いわお
「Ｂｉｇ　Ｂｏｏｋおおきなかぶ」　藤本真央
「ひいな」　いとうみく

◆◇◆　その 他　◆◇◆
「ねこ背は１０秒で治せる！ - １回のストレッチで
スーッと伸びる！」　小林 篤史
「大人に刺さる園児の名言」　東邦出版編集部
「ありがとうの奇跡 - 神様・人・モノが味方になる
７０の習慣」　小林 正観
「お客さまにもスタッフにも愛されるお店の「あり
がとう」の魔法」 福島 雄一郎
「私が決めてきたこと」 君島 十和子
「誰が「都政」を殺したか？」  上杉 隆【著】
「つくる生活」がおもしろい―小さなことから始め
る地域おこし、まちづくり」　牧野 篤

◆◆図書室の新しい本◆◆

　何かを知ることはとても楽しいことだ。「ひっ
ぱりだこ」とは？「とどのつまり」とは？
　普段何気なく使っている言葉の語源を写真と
共にシンプルに紹介してくれている本。
　作者が本当は載せたかった言葉があるが、写
真がイメージ通りに撮れなかったため載せるの
を断念したというほどのこだわりよう。
　「読む」言葉を「見る」言葉とした新しい辞典？
写真集？豆知識増えます。

詳しくは、
公民館図書

室にある

新着本リス
トをご覧く

ださい！

　あっという間に今年も４月になり、春を迎え
ています。雪も順調に解け、農作業のシーズン
も迫ってきました。学生の皆さんは次の学年へ
進み、新しい環境で充実した１年間を過ごして
ください。本を探す時は、今まで読んでいた本
よりも難しそうな本に挑戦してみては？新しい
発見があるかもしれません。
　今年も図書室は、作家の見出しを作ったり、
探しやすいように整理したり、本にカバーをか
けたり、利用者が使いやすくなるよう少しずつ
図書室の環境を整備しています。今後も改良を
重ねていきたいと思いますので、ぜひ遊びに来
てください。

おすすめの本おすすめの本

「目でみることば」

文／おかべたかし

写真／山出貴士

「Ｇｏｏｄ　ｏｌｄ　ｂｏｙｓ」
 本多 孝好
　弱小少年サッカーチームで頑張る
子どもたちと、仕事や家庭で悩みな
がらも子どもを応援する父親たち
の、心ふるわす物語。

「妖怪　いじわるシャンプー」 
土屋 富士夫【作・絵】

　冒険にでた海で遭難したひでく
んでしたが、なんとか島に上陸！
そこでシャン・プー王子と家来の
コン・ディーに迎え入れられ、楽
しいおふろの冒険になるはずが…

インターネットを無料で利用できる

パソコンを 1 台設置しています。

調べものなどにご活用ください。
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こんにちは！保健係です

セット健診（特定健診　+　がん検診）受診後の
特定保健指導が必要な方への取り組み

特定健康診査（特定健診）とは…？
メタボリックシンドローム（お腹周りの内臓脂肪が
たまり、高血圧・高血糖・脂質異常ののいずれか 2
つ以上に該当する状態）に着目した健診です！

生活の乱れを知る、生活習慣を振り返る場として・・・
特定保健指導の対象者向けに「脱メタボ学習会」を開催しています。

「脱メタボ学習会」はどんなことをしているの？ 
　学習会で実施していることは主に３つです。
①体重測定、腹囲計測 
②保健師・管理栄養士と生活習慣の振り返り 
③振り返った生活習慣の中から実行にうつせそうな目標を一緒に考えます

　例えば、「おやつを食べるときは甘いものを飲まないようにする！」簡単に思える目標でも半年間続けると
なると難しい気がしませんか？
　保健師と管理栄養士は目標を決めることと目標を継続することのお手伝いをさせていただいています。
　なかなか一人ではできないことも誰かに背中を押してもらえば「出来る」「出来た」につながり、その結果、
体重が減った！お腹周りがスッキリした！体調不良が改善した！などの成果となります。

真狩村では年に 2回セット健診（特定健診+がん検診）を実施しています。
自分の身体の変化や、身体に異常がないかを確認でき、病気の早期発見にもつながります。
平成２９年度は５月１８日、１２月１４日・１５日に行う予定です。
年に一度、自分の身体のメンテナンスをしていきませんか？

特定保健指導とは…？
特定健診の結果が以下の数値の方へ保健師が生活改
善の指導をします。
①腹囲　（男性 85cm、女性 90cm以上）
② BMI　（25 以上）
③血圧　（130/85mmHg以上）
④中性脂肪　（150mg/dl 以上）　
　HDL コレステロール　（40mg/dl 未満）
⑤空腹時血糖　（100mg/dl 以上）　
　HbA1 ｃ　（5.6％以上）
⇒※①に該当する場合は対象
　※②+③～⑤の項目で２つ以上該当すると対象

どうしてメタボになってしまうのでしょうか？
生活習慣の乱れ（タバコ・飲酒・運動不足・食
べ過ぎ・生活リズム）によってお腹周りに脂肪
がつきます。
内臓脂肪から出る物質は身体に悪さをします。
①血糖値を下げるインスリンを効きにくくする
②血圧を上げるように信号を出す
③肝臓で脂肪を分解できにくくする
その結果、高血圧・高血糖・脂質異常がおこり、
重症化すると心臓病・脳卒中、糖尿病による人
工透析などの合併症を引き起こします。
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発信★子育て支援情報

⼦育て⽀援センターゆうゆうの様⼦

◆時間
　月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　・あそびのひろば　10：00 ～ 16：00
　・子育て相談　　　 8：45 ～ 17：30
◆場所　真狩村字真狩 49-1
◆連絡先　TEL45-2181　FAX45-3528
     e-mail sien_yuyu@vill.makkari.lg.jp

真狩村地域子育て支援センター「ゆうゆう」

●おすすめ絵本●子育てメモ　おもちゃであそぼう　

「ベックバーン」

　ゆるやかなスロープを玉がゆっくりと転
がり落ちていきます。落ちてゆくときに小
さなお子さんでもしっかりと目で追える速
度が特徴です。

「わたしのワンピース」 （３歳から）

　うさぎさんは白い布でミシンカタカタとワ
ンピースを作ると、散歩に出かけました。お
花畑を歩くと、あら不思議！ワンピースが花
もようになってしましました。うさぎさんが
散歩を続けるとワンピースがどんどんと変わ
っていきます。ファンタジーの世界を楽しめ
る 1冊です。

◎親子でこいのぼり制作
日時：４月１７日（月）　午前１０時１５分～
場所：子育て支援センター
対象：乳幼児をもつ子育て家庭
◎わらべうた講座
日時：５月１６日（火）午前１０時３０分～
場所：子育て支援センター
対象：乳幼児をもつ子育て家庭
◎春のおはなし会
日時：５月下旬予定

◆これからの予定◆

　今年の冬は、雪も少なく少し物足りない冬だったように思えます。暖冬もあり、ゆうゆうには、たくさんの
親子があそびにきていました。また、色々なイベントもあり利用者の皆さんで楽しむことができました。平成
２９年度も親子が気軽に立ち寄り、楽しく遊べる環境を整えていきます。

子どものスカートできました。
ママの手づくり素敵でしょ♪ かわいい子ども鬼がいっぱい！

真狩村子どもの読書推進委員会

幼児食教室
カミカミ期のおやつづくり ママたちは真剣！ハンドマッサージの講座☆

まっかり保育所豆まき会
本と親子のふれあいイベント
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課
管
理
係
主
査
）

■
住
民
課
福
祉
係
長
兼
介
護
係

　

加
藤
久
靖（
住
民
課
福
祉
係
長
）

■
住
民
課
医
療
保
険
係
長

　

野
村
稔
（
住
民
課
医
療
保
険
係

　

主
任
兼
介
護
係
）

■
出
納
室
出
納
係

　

横
山
栄
子
（
住
民
課
福
祉
係
）

■
住
民
課
福
祉
係
兼
介
護
係

　

小
寺
翔
太
（
新
規
採
用
）　

【
教
育
委
員
会
】

■
学
校
教
育
係
長
兼
総
務
係
兼 

真
狩
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

　

渡
辺
美
月（
出
納
室
出
納
係
長
）

■
公
民
館
兼
学
校
教
育
係
兼
社
会

教
育
係

　

長
尾
亘
季
（
新
規
採
用
）

■
真
狩
高
等
学
校
勤
務
及
び
住
民

課
保
健
係
勤
務

　

秋
口
京
子
（
再
任
用
）

【
農
業
委
員
会
】

■
農
地
係
長　

　

西
村
清
嗣
（
総
務
企
画
課
商
工

　

観
光
係
主
査
）

【
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
真
狩
支
署
】

■
支
署
長　
　

　

加
賀
谷　

光
弘（
ニ
セ
コ
支
署
）

■
消
防
係
長
兼
予
防
係

　

渡
辺
保
（
留
寿
都
支
署
）

■
消
防
係
兼
予
防
係

　

山
本
貴
士
（
ニ
セ
コ
支
署
）

■
ニ
セ
コ
支
署
予
防
係
長　

　

山
上
忠
彦
（
真
狩
支
署
）

■
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
本
部
通

信
セ
ン
タ
ー
長

　

川
口
英
明
（
真
狩
支
署
）
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■
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
有

期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て

通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労

働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、（
無
期

労
働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー

ル
で
す
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
部
指
導
課

TEL
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

詳
し
く
は
関
係
機
関
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

問

ご
存
知
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

問

■
平
成
29
年
度
保
険
料
率
改
定
の

お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
３
月
分
（
５
月
１
日

納
付
期
限
分
）
よ
り
健
康
保
険
料

率
は
10
・
22
％
（
プ
ラ
ス
０
・
０

７
％
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

６
５
％
（
プ
ラ
ス
０
・
０
７
％
）

と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

問

■
平
成
29
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
健

診
」
の
ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
様

の
健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

35
歳
〜
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご

本
人
）
様
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含

め
た
充
実
し
た
健
診
項
目
の
「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
、
40
歳

〜
74
歳
の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）

様
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康

診
査
」
と
ふ
た
つ
の
健
診
を
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に

１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

TEL
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

　

妊
娠
・
出
産
、
育
児
休
業
・
介

護
休
業
等
を
取
得
し
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
事
業
主
が
解
雇
、
退

職
の
強
要
、
雇
止
め
、
降
格
な
ど

の
不
利
益
な
取
り
扱
い
は
、
違
法

で
す
。

　

ま
た
、事
業
主
は
妊
娠
・
出
産
、

育
児
休
業
等
に
関
し
て
上
司
・
同

僚
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
わ
な
い

よ
う
防
止
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

妊
娠
し
た
か
ら
解
雇
、

育
休
を
取
っ
た
か
ら
契
約
を

更
新
し
な
い
は
違
法
で
す
、

な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ

Ｌ
】

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
指
導
課 　

TEL
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
７
１
５

国
税
専
門
官
募
集
を
し
ま
す

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税

専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
採
用
試
験
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
受
験
資
格

(1)
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

８
年
生
ま
れ
の
者

(2)
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な

　

ど
別
に
定
め
る
者

２
．
申
込
受
付
期
間

　

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

　

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
31
日（
金
）〜
４
月
12
日（
水
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

３
．
第
１
次
試
験

　
（
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験

　
（
多
肢
選
択
式
及
び
記
述
式
））

　

６
月
11
日
（
日
）

４
．
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

７
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時

５
．
第
２
次
試
験

　
（
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
）

　

７
月
12
日
（
水
）
〜
７
月
19
日

　
（
水
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

６
．
最
終
合
格
者
発
表

　

８
月
23
日
（
水
）

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
採
用
担
当

TEL
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

http://hokkaido-roudoukyok
u.jsite.m

hlw
.go.jp

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-sh

iken
.

go.jp/juken.htm
l

問

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　

今
年
も
４
月
20
日
か
ら
30
日
ま

で
の
11
日
間
「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」

を
統
一
標
語
に
、
春
の
火
災
予
防

運
動
が
全
道
各
地
で
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防

思
想
を
一
層
普
及
さ
せ
、
火
災
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
徹
底
や
適
切
な
維

持
管
理
を
促
進
し
ま
す
。
火
災
警

報
器
の
設
置
は
、
火
災
の
早
期
発

見
に
よ
る
早
期
通
報
、
早
期
避
難

と
火
災
に
よ
る
死
傷
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
火
災
原
因
第
１
位
で
あ
る

放
火
（
疑
い
含
む
）
に
つ
い
て
も

建
物
の
周
辺
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
放
置
し
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ

に
く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
で
防

火
の
輪
を
広
げ
、
火
事
を
出
さ
な

い
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

総
務
部
危
機
対
策
局
危
機
対
策

課
消
防
グ
ル
ー
プ

TEL
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
０
９

問

p25.indd   25 2017/06/08   13:53:02



こんにちはよろしく いつまでもお幸せに   世帯と人口

26
●この印刷物は、環境に配慮して、印刷には植物油インキを使用しています。

ご冥福をお祈りします
前月末比

（ ３月末日現在）

世帯　 　   ９２３戸 ( ‐8)

人口　  ２，０５０人(-27)

 （男） 　１，００５人(-13)

 （女） 　１，０４５人(-14)

豊　川　大廣ヤスエ
               2/10 （93歳）

共　明　筒井千代子　
            2/11 （92歳）

緑　岡　木谷　省一
2/24 （68歳）

　泉　　横川フミ子
3/15 （89歳）

撮影・⼆階堂茂樹さん

岩内町 掛村 晃            2/22 社  ⽶澤めぐみ

雪
お
ろ
す
夫
を
下
か
ら
見
張
り
役

こ
の
冬
な
し
で
早
春
と
な
る

大
廣
キ
ヨ
ノ

綿
帽
子
雪
の
フ
ト
ン
に
く
る
ま
っ
て

一
輪
の
花
命
を
つ
な
ぐ

谷
口
安
佐
子

病
棟
の
窓
よ
り
眺
め
る
雪
灯
り

小
樽
の
街
は
か
す
ん
で
見
え
る

気
田　

シ
ナ

ふ
と
取
っ
た
受
話
器
の
勧
誘
気
持
ち
が
動
き

巧
い
話
に
危
う
く
契
約

仁
司　

雅
子

激
動
の
昭
和
に
生
き
て
結
ば
れ
て

ブ
ル
ー
サ
フ
ァ
イ
ア
婚
よ
と
娘
の
絵
手
紙

平
野　

光
枝

寒
き
冬
元
気
で
年
を
迎
え
た
い

子
ら
が
喜
ぶ
達
者
が
一
番

池
田　

チ
セ

の
り
巻
き
の
真
ん
中
に
咲
く
梅
の
花

や
っ
と
出
来
た
よ
母
さ
ん
ほ
め
て

池
田　

清
美

や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る

何
と
幸
せ
老
い
ゆ
く
我
は

石
村　

宜
子

天
災
や
政
治
の
嵐
民
襲
う

猛
暑
の
後
の
先
見
え
ぬ
冬

筒
井　

淑
子

ご利用ください
ようてい地域消費生活相談窓口
相談専用電話０１３６－４４－１６００
平日   午前８時４０分～午後 5時１５分

悪徳商法や商品の安全性などのご相談に
専門相談員が対応します。お気軽にご相
談ください。（従来どおり役場総務企画
課総務係でも相談できます。）

しりべし弁護⼠相談センター

　行政とのパイプ役を務めておりますので、行政に対す
る苦情や要望、困っていることなどがございましたら、
お気軽にご相談ください。
　　　　　　   真狩村行政相談委員  大西正則

真狩村字社 23番地 22（TEL45―2919）

後志地域のみなさんの法律相談をお受けします
  ４⽉の相談⽇程

５⽇（⽔）・１２⽇（⽔）・１９⽇（⽔）・２６⽇（⽔）
  ５⽉の相談⽇程

１０⽇（⽔）・１７⽇（⽔）・２４⽇（⽔）・３１⽇（⽔）
 ○事前予約制 
 ○予約受付 平⽇午前１０時〜午後４時
 ○電話 ０１３５（６２）８３７３

p26.indd   26 2017/06/08   13:53:35


